
 
 

理科・環境の自由課題 

 
１ 児童生徒発明くふう展 

２ 理科の自由研究 

３ 身近な自然観察路コンクール 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大切なのは 

疑問を持ち続けることだ 

神聖な好奇心を失ってはならない 

  

 

天才とは 

努力する凡人のことである 

 

 

学べば学ぶほど 

自分がどれだけ無知であるか思い知らされる 

自分の無知に気付けば気付くほど 

より一層学びたくなる 

 

－ アルベルト・アインシュタイン－ 



１ 発明
はつめい

工夫
く ふ う

作品
さくひん

をつくってみませんか 

１．ねらい 

  遊び
あ そ び

や習い事
ならいごと

、生活
せいかつ

の中
なか

で「こんなものがあったらいいの

に・・。」「これのこの部分
ぶ ぶ ん

がこうなったらもっと便利
べ ん り

なのに・・・。」

と思った
お も っ た

ことはありませんか。そのように思う
お も う

ことがあれば、あ

なたは新しい
あたらしい

発明
はつめい

のチャンス
ち ゃ ん す

を見つけて
み つ け て

いるということです。 

  そこで、夏休み
なつやすみ

を使って
つ か っ て

、暮らし
く ら し

に役立つ
や く だ つ

物
もの

、新しく
あたらしく

発明
はつめい

した

物
もの

をつくってみましょう。思いがけない
お も い が け な い

商品
しょうひん

が生まれたり
う ま れ た り

、未来
み ら い

の道具
ど う ぐ

を

生み出したり
う み だ し た り

するかもしれません。さぁ、あなたもやってみましょう。 

 

２．募集
ぼしゅう

する物
もの

 

①日
にち

用品
ようひん

・生活
せいかつ

用品
ようひん

を改良
かいりょう

した物
もの

や制作
せいさく

記録
き ろ く

・設計図
せ っ け い ず

 

②日常
にちじょう

生活
せいかつ

の安全
あんぜん

に役立つ
や く だ つ

ように工夫
く ふ う

した物
もの

 

 

３．どんなものがよいの？ 

①日常
にちじょう

生活
せいかつ

の中
なか

で、「こんなものがあったらいいのに、こうしたらもっと便利
べ ん り

になるのに！」という思いをもとにつくられている物 

 ②身
み

の回り
ま わ り

にある物
もの

を工夫
く ふ う

してつくっている物
もの

 

 ③すてきな発想
はっそう

に基づいて
も と づ い て

いる物
もの

 

④多く
お お く

の人
ひと

の役
やく

に立つ
た つ

物
もの

など                        

※全て
す べ て

に当てはまる
あ て は ま る

必要
ひつよう

はありません 

 

４．どんなものはいけないの？ 

 ①雑誌
ざ っ し

や本
ほん

などで紹介
しょうかい

されている物
もの

 

 ②市販
し は ん

のキット
き っ と

で作成
さくせい

した物
もの

 

 ③製品
せいひん

として購入
こうにゅう

してきた物
もの

 

※これらの物
もの

をもとにして、改良
かいりょう

した物
もの

であれば、大丈夫
だいじょうぶ

です。 

 さぁ、あなたも、平成
へいせい

のエジソン
え じ そ ん

になってみませんか？ 

 まずは、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の不便
ふ べ ん

や不満
ふ ま ん

を見つける
み つ け る

ことから始めて
は じ め て

みましょう。 

 

下記のアドレスより、申込書を印刷して、記入してください。 
【一般社団法人滋賀県発明協会 
第４５回滋賀県児童生徒発明くふう展（申込書）】 

_ http://www.jiii-shiga.jp/monthly_event/2025kuhuu.pdf/ 
 

http://www.jiii-shiga.jp/monthly_event/2025kuhuu.pdf


２ 環境や理科の自由研究 
 

附属小学校 
１ ねらい 
  遊びや生活の中で「あれ？」「なんで？」「どうして？」「おかしいな？」と思ったことはあ
りませんか。不思議に思うことがあれば、あなたは研究のチャンスを見つけているのです。 
 そこで、夏休みをつかって不思議に思うことを調べてみましょう。調べていくといろいろなこ
とがわかってきます。観察をしていく方法、実験をしていく方法、本で調べて本当かどうか自分
の目で確かめていく方法もあります。根気強くやってみましょう。すると、調べたり、観察した
り、実験したりしていくことが楽しくなってきます。 
 そして、自分のしたことをまとめてみましょう。すばらしいものができます。 
 さあ、あなたもやってみましょう。 
 
２ やってみよう 
（１）何をするかを決めよう 
      研究することを決めよう。 
        ①調べる？   ②作る？ ③発明する？ 
（２）テーマをきめよう 
        ①調べること、作るものをはっきりさせよう。 
          何を調べるかをはっきりさせることが大切です。 
          ※あさがおについて研究する場合、いろいろなことがあります。できるだけ比較し 

たり、関係づけたりして調べていきましょう。 
・大きくなる様子を調べる。 

       どの部分が大きくのびるか比較する。  
肥料、日光、水との関係を比較する。など 

・花を調べる。 
       よく似た花と比較する。 
              花は何によって開くのか（時刻？気温？明るさ？天気？） 
              つぼみから完全に開くまでにかかる時間は種類によって違うのか。 
       花の色は土の種類によって違うのか。など 
      ・つるを調べる。 
       巻く方向は？反対に巻くとどうなる？ 
       どのようにして巻きついていくのか。など 
        ②調べたいことが「テーマ」になります。 
        ③調べていく方法を考えよう。 
（３）準備をしよう。 
        ①研究を進めるために、何がいるのかを調べ用意する。 
（４）調べて記録しよう。 
    ①自分の方法で調べていこう。 
        ②ていねいに調べていこう。 
          ・いつ、どこで、どのようにしたか、そしてどうなったかを記録していこう。 

・失敗も大切な記録です。これも記録に残しましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
（５）まとめよう 
      研究が終われば、その結果をまとめよう。まとめかたを工夫することが大切です。 
        ・文にするだけでなく、写真や絵、表や図やグラフなどを入れていこう。 
        ・わかりやすくするために、色を上手に使おう。 
        ・自分のアイデアをいかそう。 
 
※こんなことができるのでは・・・・・ 
  ・総合的な学習で調べたことを、もっと深く調べてみる。 
  ・川の調査（どんな植物があるのか。どんな水生昆虫がいるのか） 
  ・琵琶湖や川の魚（種類、産卵のし方と成長、骨格標本） 
・地域のつる植物     ・樹木の拓本づくり   ・植物の根の調査 
・地域の自然マップ   ・ポットホールの調査  ・地域の昆虫マップ 
・気象や地震に関する研究 

＜記録をとるときに、大切なこと＞ 

＊ノートを用意する。 
＊記録は、その場でする。   
＊記録の仕方を工夫する。 
 ・文や図、表にする  ・グラフにかく  ・絵にかく  ・写真をとる 



 

 

 ＜保護者の方へ＞ 
※校内で審査の上、科学作品展や発表会に出品しますので、下記の内容を参考にしてくだ

さい。 
（１）科学作品の部  
    （ア）研 究 記 録（観察記録）および図表 
    （イ）標   本（昆虫、貝、植物、鉱物、化石等） 
    （ウ）科学製作物（模型、機械、器具、電気、無線等に関する製作物および  

製作記録） 
          ※標本については、採集禁止区域のものがないか注意してください。  
  
（２）発明工夫作品の部  
    （ア）自身で工夫・製作・発明した日用品または生活用品を改良したもの  
     →これらの製作記録・設計図などをつけるのもよい 
    （イ）日常生活の安全に役立つように工夫したもの 
 

（３）まとめ方  R4 年度より県の規定の変更によりまとめ方が大きく変わっています。 

   研究をやりっぱなしのままでなく、研究の取組方、課題の設定のしかた、研究の方法、

実験・観察の方法や結果等を振り返り、まとめます。まとめ方も図や表等を使って工夫

してください。 

・記録・図表の枚数、用紙の種類は制限しない。  

・Ａ４レポート用紙（縦 297 ㎜×横 210 ㎜）または、Ａ４もしくはＢ５サイズ 

のノート（マス目があっても、自由帳でも可）にまとめる。 

・Ａ４もしくはＢ５サイズの紙をファイルに入れてもよい。 

※ノートを閉じたときに、Ａ４サイズを最大とする。 

※模造紙半分や画用紙サイズ等は出品できません。 

※模造紙半分で作成したものは、縮小印刷し、冊子にして出品することは可能。 

※折り込んだ際には、ノートやファイルを閉じたときにＡ４サイズを超えない。 

※ノートを開いてＡ３サイズとしてまとめることは可 

※実験・観察で使用又は作成した実物ではなく写真にして貼り付けてください。 

※標本・模型・実験道具等も全て写真にして、レポートやノートに貼り付ける。 

※作品の題名は 30 文字以内 

※表紙には、学年・名前のみ記入し、本来の表紙は中表紙（表紙をめくった 

最初のページに、題名・学年・名前等を書く（出品する際の出品表を貼る 

ので、見えなくなります） 

   
 

 ＜まとめ方の例＞ 
  １ テーマの設定 
  ２ 研究の動機 
  ３ 研究の方法・内容 
  ４ 予想 
  ５ 準備物 
  ６ 実験・観察 
  （１）実験・観察の内容・結果① 
  （２）実験・観察の内容・結果② 
  （３）実験・観察の内容・結果③ 
  （４）実験・観察の内容・結果④ 
  ７ 結果 
  ８ 結果からいえること 
  ９ まとめと今後の課題 

 
  ①図表を効果的に用いる。 
  ②スケッチ、写真を効果的に用いる。 
  ③カラーペンを使ってわかりやすく 
    する。 
  ④１回だけの実験で結論を出すのでは 

なく、数回は実験を行い、結果を出 
  す。 
  ⑤失敗した実験も記録として残し、失敗

の原因がどこにあったのかをはっきり
させる。 

  ⑥今後の課題がしっかりもてるようにす
る。    

                                                  
   

 



３ わたしの自然観察路（絵地図と文章で伝えよう！） 
 http://kansatsuro.jeef.or.jp/ 
 

 

http://kansatsuro.jeef.or.jp/


 
 
 


